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Ⅰ 問題の所在  
   

１ はじめに  
中央教育審議会答申（平成20年）は，「幼稚園，

小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習

指導要領等の改善について」で，「今回の改訂にお

いては，各学校で子どもたちの思考力・判断力・表

現力等を確実にはぐくむために，まず，各教科の指

導の中で，基礎的・基本的な知識・技能の習得とと

もに，観察・実験やレポートの作成，論述といった

それぞれの教科の知識・技能を活用する学習活動を

充実させることを重視する必要がある。」1）と示し

ている。 

これを受けて，学習指導要領解説算数編（平成20

年，以下「解説」とする。）においても，「今回の

改訂では，『考え，表現する能力を育てる』という

ように，『表現する（能力）』の文言を加えて示し

ている。考える能力と表現する能力とは互いに補完

し合う関係にあるといえる。」2)と示されており，

思考力・判断力・表現力の育成を重視している。 

笠井健一（2012）は，「算数科において『思考・

判断・表現』にあたる観点は『数学的な考え方』で

ある。」3)と述べている。 

ところが，平成26年度全国学力・学習状況調査

（以下「全国学力」とする。）では，算数Ｂの正答

率は58.4％であり，数学的な考え方に課題があるこ

とが分かった。また，表１に示すように調査開始の

平成19年から引き続き，数学的な考え方に課題があ 

ることが分かる。 

 
表１ 全国学力・学習状況調査（算数Ｂ）の正答率（％） 
Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 

63.6 51.8 55.0 49.6 実施
せず 59.2 58.6 58.4 

 

これらのことから，数学的な考え方を育成するこ

とは，学習指導面における大きな課題であり，取り

組む必要がある。 

 

２ 数学的な考え方について 
数学的な考え方について，吉川成夫・小島宏

（2011）は，小学校学習指導要領（平成20年）に示

された算数科の目標の「日常の事象について見通し

をもち筋道立てて考え，表現する能力を育てる」こ

とと述べている。 

国立教育政策研究所（平成23年）は，「評価規準

の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料

（小学校 算数）」において，数学的な考え方の評価

の観点を「日常の事象を数理的に捉え，見通しをも

ち筋道立てて考え表現したり，そのことから考えを

深めたりするなど，数学的な考え方の基礎を身に付

けている。」4)と示している。 

また，片桐重男(2004)は，数学的な考え方につい

て，知識や技能を駆り出す原動力であるとし，数学

研究の要約 
本研究は，通常の学級における特別な支援を必要とする児童に対し，「かく活動」を取り入れた話合

いの工夫を通して，児童の数学的な考え方を育成することを目的として行った。所属校第４学年では，

通常の学級における特別な支援を必要とする児童の数学的な考え方に課題がある。そこで，算数科の話

合いに視覚的な支援として「かく活動」を取り入れ，既習事項の掲示や簡略化した図をかかせるなどの

指導・支援を行った。その結果，特別な支援を必要とする児童の「かく」「話す」における表現する力

が促進されたとともに，見通しをもち筋道立てて考える姿や単元テストの正答率の上昇から数学的な考

え方の育成が見られた。また，「かいたもの」を用いて児童同士で考えを比較・検討させることによっ

て，特別な支援を必要とする児童だけでなく全ての児童の数学的な考え方を育成することができた。 



 

 

的な態度，数学の方法に関係した数学的な考え方，

数学の内容に関係した数学的な考え方の大きく三つ

に分類できると述べている。そのうち，片桐（2004)

が数学の方法に関係した考え方として挙げている帰

納的な考え方，類推的な考え方，演繹的な考え方に

ついて，吉川・小島（2011）は，特に重視される考

え方，盛山隆雄（2013）は，問題解決の方法として

柱となる考えと述べている。 

「解説」では，問題を解決するための方法や結果

を得ようとするときには，見通しをもち，筋道を立

てて考えることが必要と示している。 

これらのことから，本研究では，数学的な考え方

について，次のように考える。 

本研究における数学的な考え方 

 

３ 数学的な考え方を育成する指導 
「解説」では，考える力や表現する力を育てるこ

とについて，「考えを表現する過程で，自分のよい

点に気付いたり，誤りに気付いたりすることがある

し，自分の考えを表現することで，筋道を立てて考

えを進めたり，よりよい考えを作ったりできるよう

になる。授業の中では，様々な考えを出し合い，お

互いに学び合っていくことができるようになる」5)

と示されている。また，「思考力，判断力，表現力

等を育成するため，各学年の内容の指導に当たって

は，言葉，数，式，図，表，グラフを用いて考えた

り，説明したり，互いに自分の考えを表現し伝え

合ったりするなどの学習活動を積極的に取り入れる

ようにすること」6)と示されている。 

中央教育審議会（平成17年）は，数学的な見方や

考え方において，「子どものいろいろな考え方を取

り上げ，話し合いの活動や比較検討する場面を取り

入れる工夫が必要」7)と示している。 
 

数学的な考え方を育てるポイント 

 

数学的な考え方を育てるポイントとして，吉川・

小島（2011）は，先の八つを挙げ，このうち，３項

目を表現に関わる内容としている。 

これらのことから，数学的な考え方を育成するた

めには，児童の考えを表現する話合い活動を取り入

れることが重要と考える。 

 

４ 所属校の現状 
「全国学力」の算数Ｂの結果から，全国と同様，

広島県及び所属校においても数学的な考え方に課題

があることが分かった。また，第３学年時の単元テ

ストの結果から，現在，第４学年である特別な支援

を必要とする児童の数学的な考え方にも課題がある

ことが分かった。 

児童の数学的な考え方を育成するには，自分の考

えを表現する力が重要と考える。そのため，児童の

表現する力を調べた。 

平成27年５月に，所属校第４学年児童12人に対

し，広島県教育委員会（平成20年）が作成している

「学習面に関するチェックシート」と海津亜希子

（2002）が作成している「学習障害スクリーニン

グ・チェックリスト（ＬＤＳＣ）」などを参考に作

成した「かく活動に関するチェックシート」（以下

「チェックシート」とする。）を用いて実態把握を

行った。「チェックシート」の項目を表２に示す。 

 
表２ 「チェックシート」の項目 

領域 項 目 

 

聞 

 

く 

 

聞き間違いがある 
（「知った」を「行った」と聞き間違える） 
聞きもらしがある 
個別に言われると聞き取れるが，集団場面では難
しい 
指示の理解が難しい 
話し合いが難しい 
（話合いの流れが理解できず，ついていけない） 

 

話 

 

す 

 

適切な速さで話すことが難しい 
（たどたどしく話す，とても早口である） 
ことばにつまる 
単語を羅列したり，短い文で内容的に乏しい話を
したりする 
思いつくままに話す等，筋道の通った話をするの
が難しい 
内容を分かりやすく伝えることが難しい 

読 

 

む 

初めて出てきた語や，普段あまり使わない語など
を読み間違える 
文中の語句や行を抜かしたり，又は繰り返し読ん
だりする 
音読が遅い 
勝手読みがある 
（「いきました」を「いました」と読む） 
文章の要点を正しく読み取ることが難しい 

 

書 

 

く 

 

読みにくい字を書く（字の形や大きさが整ってい
ない，まっすぐに書けない） 
独特の筆順で書く 
漢字の細かい部分を書き間違える 
句読点が抜けたり，正しく打ったりすることがで
きない 
限られた量の作文や，決まったパターンの文章し
か書けない 

課題解決の過程において 
①既習事項を活用し，見通しをもち筋道を立てて考える。 
②①の考えを絵，図，言葉及び式などを用いて表現する。 
③①と②を基に，話合いにおいて，互いの考えから学び合
い，自分の考えを深める。 

①実態を把握し，個に応じた指導を進める 
②育てたい「数学的な考え方」を明確にする 
③児童が自ら学ぶ授業を行う 
④作業的・体験的な活動を十分行わせる 
⑤話し合いで考えを比べたり，まとめたりさせる（表現） 
⑥考え方を引き出す課題を工夫する 
⑦図，言葉，式，表やグラフなどを使って表現する力を育
てる（表現） 

⑧ノートを活用する（表現） 



 

 

計 
算 
す 
る 

学年相応の数の意味や表し方について理解が難し
い 
（三千四十七を 300047 や 347 と書く。分母の大
きい方が分数の値として大きいと思っている） 
簡単な計算が暗算できない 
計算するのにとても時間がかかる 
答えを得るのにいくつかの手続きを要する問題を
解くのが難しい（四則混合の計算，二つの立式を
必要とする計算） 
学年相応の文章題を解くのが難しい 

 

広島県教育委員会（平成20年）作成による「学習

面に関するチェックシート」では，「何らかの支援

を必要とする」に値する数値を15点中12点（80％）

としている。実態調査の結果，この値に当たる児童

が12人中１人（以下，児童Ｃとする。）であった。 

また，児童Ｃを含めた６人の児童に，できにくい

傾向を示す項目があった。このうち，「話す」「か

く」においては，自分の思いを表現することが苦手

な児童が３人（児童Ａ，児童Ｂ，児童Ｃ）いた。 

「チェックシート」の結果を表３に示す。 

 
表３ 「チェックシート」の結果 

※Ａ～Ｆは，児童を示す。 

 

５ 特別な支援を必要とする児童への指導 
文部科学省（平成21年）は「教育の情報化ビジョ 

ン」において，支援を必要としている児童生徒は，

その状態により情報の収集，処理，表現，発信など

に困難を伴うことが多いと示している。 

このうち，情報の収集，処理に関わり，中尾繁樹

（2013）は，次のように述べている。特別支援教育

における授業づくりとして，「配慮の必要な子ども

たちは，聞いて理解することが苦手です。そこで，

視覚的に示すために実物や絵や図を用いることが大

切です。これらは長時間示すことができるため，活

動の手助けになります」8)。「支援の必要な子ども

たちには，絵や図を活動指示の理解を助けるものと

して使うと有効です」9)。このことから，児童生徒

のイメージづくりや活動の指示理解の手助けとして

視覚的な支援は必要であることが分かる。  

また，表現，発信に関わり，渥美善賢（2013）

は，次のように述べている。物事の関係性や抽象的

な概念を苦手としている子供について，「説明に

は，話しことばだけでなく，図や絵を併用し，本人

が理解している概念を有効に活用して説明すること

が必要」10）である。 

このことから，特別な支援を必要とする児童に

は，本来，情報の収集，処理，表現，発信を音声言

語のみで行う，話合いに「かく活動」を取り入れる

ことは有効と考える。本研究では，算数科の特性を

踏まえた表現方法として，言葉や文章を書く活動及

び絵や図などを描く活動を総じて「かく活動」と捉

える。そして，話合い活動にメモ，絵，図及び言葉

を含めた「かく活動」を取り入れることとした。

「かく活動」を取り入れることが，特別な支援を必

要とする児童の視覚的な支援となり，表現する力が

促され，話合いが活発になると考える。また，「か

いたもの」が存在することで，比較・検討がしやす

くなり，特別な支援を必要とする児童だけでなく，

全ての児童が自分の考えを深めることにつながると

考える。 

これらのことから，吉川・小島（2011）が述べて

いる数学的な考え方を育てるポイントを参考に，話

合い活動に「かく活動」を取り入れることとした。 

 

Ⅱ 研究の目的 

本研究は，「かく活動」を取り入れた話合いの工

夫を通して，通常の学級における特別な支援を必要

とする児童の数学的な考え方を育成する指導・支援

の在り方を追究することを目的とする。 

推 
論 
す 
る 
 

学年相応の量を比較することや，量を表す単位を
理解することが難しい（長さやかさの比較，
「15cm＝150㎜」ということ） 
学年相応の図形を描くことが難しい（丸やひし形
などの図形の模写，見取り図や展開図） 
事物の因果関係を理解することが難しい 
目的に沿って行動を計画し，必要に応じてそれを
修正することが難しい 
早合点や，飛躍した考えをすることが難しい 

か 
 
く 

書くときの姿勢や，鉛筆等の用具の使い方がぎこ
ちない 
書くのが遅い 
文字を視写することが難しい 
（例：黒板に書いてあることを写すのが難しい） 
構造的に入り組んだ文章を書くことが難しい 
（例：順接や逆接といった様々な接続詞を適切に
使うことが難しい） 
思いつくままに書き，筋道の通った文章を書くこ
とが難しい（例：書いているうちに主題とずれて
しまう 全体としてまとまりがない） 
事実の羅列のみで，内容的に乏しい 
（例：気持ちの表現がない 形容詞や副詞など，
様子をくわしくする表現がない） 

手
先 

極端に手先が不器用である 
（鉛筆・定規・はさみ・道具・楽器の使用など） 

運
動 

同じ姿勢を保っていることが難しい 
（立位・座位） 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
聞く   ☆ ☆   

話す（表現） ☆ ☆ ☆    
読む（読み取り）  ☆ ☆    

計算する  ☆   ☆ ☆ 
推論する   ☆    

かく 
（技能） ☆  ☆    
（表現） ☆ ☆ ☆    

手先   ☆    
運動 ☆  ☆ ☆   



 

 

Ⅲ 研究の仮説と検証の視点・方法 

 

１ 研究の仮説 
算数科の話合いにおける「かく活動」への指導・

支援を行えば，通常の学級における特別な支援を必

要とする児童の数学的な考え方を育成することがで

きるであろう。ただし，話合いにおいて比較・検討

することで，特別な支援を必要とする児童だけでな

く全ての児童の数学的な考え方を育成することにつ

いても考察する。 

 

２ 検証の視点・方法 

(1) 検証の視点 

通常の学級における特別な支援を必要とする児童

の数学的な考え方を育成することができたか。 

(2）検証の方法 

ア 行動観察 

○ 調査日  事前 平成27年６月23日・６月24日 

      事後 平成27年６月25日～７月３日 

○ 検証の考え方 

 

 

吉川・小島（2011）は，片桐（2004）の数学的

な考え方の一つである数学的な態度を参考に

「『数学的な考え』が育ったとは，児童が筋道立

てて考える力を身に付けたときである。この筋道

立てて考える力を身に付けている児童の具体的な

姿を『既習事項を活用する力』，『簡潔明瞭に表

現する力』，『学び合う力』，『発展させる力』

の４つの力としてとらえることができる」11)と述

べている。 

このことから，数学的な考え方を育成されたか

を調べる行動観察の視点及び本単元において育て

たい数学的な考え方を表４に示す。 

○ 検証方法 

  表４の視点に即した学習活動を行った場合を１

点とし，各視点数で割った平均値の事前と事後を

比較する。 

イ 児童及び担任を対象としたアンケート調査 

(ｱ) 児童を対象としたアンケート 

○ 調査日  事前 平成27年６月３日 

事後 平成27年７月３日 

○ 検証の考え方 

  第４学年を対象に，所属校で活用している学習

アンケートを参考に作成した算数科の学習に関す

る意識調査を行い，事前と事後の結果を用いる。

項目を表５に示す。 

○  検証方法 ４段階尺度法 

 

表５ 算数アンケートの項目 
① 算数の計算が好きです。 

② 算数の文章問題をとくことが好きです。 

③ 算数の時間に自分の考えをもっています。 

④ 
算数の時間に自分の考えをノートにかいていま
す。（絵 図 言葉 文章 式 など） 

⑤ 自分の考えをみんなにつたえようとしています。 
⑥ おたがいの考えをつたえ合う時間が好きです。 

⑦a 
おたがいの考えをつたえ合う時間は自分の学習
（考え）にやく立っています。 

⑦b 
【それは なぜですか。】「○○だから。」と答
えてください。      

⑧ 
友だちの考えと自分の考えをくらべてにている所
やちがう所を見つけながら聞いています。 

⑨a 
友だちの考えを聞く時に分かりやすい方ほうがあ
ります。 

⑨b 
【それはどんな方ほうですか。】 
（絵 図 言葉 文章 式 せつ明 など） 

⑩ 
算数で学習したことを他の学習やふだんの生活で
使うようにしています。 

 

(ｲ) 担任を対象としたアンケート 

○ 調査日  平成27年７月３日 

○ 検証の考え方 

・話合いにおける「かく活動」で児童の学びに有

効であったと考える指導・支援 

・児童の変容 

○ 検証方法 内容分析 

ウ 単元テストの結果 

○ 調査日  事前 平成26年４月～平成27年３月 

事後 平成27年７月９日 

○ 検証の考え方 

日本標準単元テストにおける，第３学年時の

表４ 育てたい数学的な考え方と行動観察の視点 

数学的な考え方 形態 視点 

①既習のわり算の
考え方を活用し
て，筆算の仕方
を考え，絵，図
及び式などで表
現する。 

個人
思考 

・既習事項を活用して，ノ
ートに絵，図及び言葉な
ど，自分なりの考えをか
いている。 

・前学年及び前時で学習し
た図などをかいている。 

・既習事項を活用して，適
切な演算を選び，立式し
ている。（または，正確
に計算している。） 

②①の考えを友だ
ちに説明し，自
分の考えを振り
返る。 

集団
思考 

・ペア学習で，自分の考え
を伝えている。 

・友だちの考えからよいと
ころを取り入れて，自分
の考えを修正したり，ま
とめたりしている。 

③話合いによって
「かいたもの」
を用いて自分と
友だちの考えを
比較・検討し，
よりよい解決方
法に気付く。 

活用 

・学習したことを発展させ
る。（集団思考から学ん
だことを使って，適用題
を解いている。） 
 



 

 

「数と計算」領域の数学的な考え方の平均点と本

単元の数学的な考え方の結果を用いる。 

○ 分析方法 

100点に換算した点数を比較する。 

 

Ⅳ 研究の方法 

 

１ 対象  

所属校第４学年（12人） 

 

２ 研究授業 

(1) 話合いに「かく活動」を取り入れた指導 
文献研究及び表３「チェックシート」の結果か

ら，吉川・小島（2011）が述べている数学的な考え

方を育てるポイントに，話合いにおける「かく活

動」を取り入れた指導方法を表６のように考えた。

なお，「個に応じた指導」では，「話す」「かく

（表現）」への指導・支援のみを示している。 

 

 

(2) 実施計画 

ア ベースライン期（事前） 

○ 日 時 平成27年６月23日・平成27年６月24日 

○ 対 象 所属校第４学年（12人） 

○ 教 科 算数科 

○ 単元名 「わり算の筆算（１）」 

○ 指導計画 

学習活動 評価規準（評価方法） 

・問題場面から数量の関係
をとらえ，立式する。 
・256÷４の筆算の仕方を
考える。     

◎256÷４の筆算の仕方に

ついて，具体物や式を用い

て考え，説明している。

（発言・ノート）○考  

・256÷４の筆算の仕方を 
まとめる。 
・256÷４の計算の検算を 
する。 
・計算練習をする。 

◎３位数÷１位数＝２位数

（首位に商がたたない）の

筆算ができる。（ノート）

○技  

 

イ 「かく活動」への指導・支援期（事後） 

○ 日 時 平成27年６月25日～平成27年７月３日 

○ 対 象 所属校第４学年（12人） 

○ 教 科 算数科 

○ 単元名 「わり算の筆算（１）」 

○ 指導計画 
 

学習活動 評価規準 
（評価方法） 

「かく活動」 
への指導・支援 
◇全体◆個別 

① 

・12ｍが３ｍの
何倍かを求める
には，どんな計
算をすればよい
のかを数直線を
基に考える。 
・「３ｍの□倍
が12ｍ」の関係
をおさえて３×
□＝12の式で確
認する。 
・基準量の何 
倍を求めるに 
は除法を用い 
ればよいこと 
をまとめる。 

○絵や図及び数
直線などを用い
て数量の関係を 
とらえ説明しよ 
うとしている。 
（ 発 言 ・ ノ ー 

ト）○関  
◎倍を求めるに 
は乗法を用いる 
ることを理解し 
ている。 
（ 発 言 ・ ノ ー 

ト）○知  

◆写真を手掛か 
りに簡単な絵を 
かかせる。 
◇数量関係をと 
らえる方法とし 
て，テープ図や 
数直線図を示し 
ノートにかかせ 
る。 
◆作図に時間が 
掛かる場合は， 
マス目を利用し 
て，簡略化させ 
る。 

② 

・50㎝の３倍に 
あたるには，ど 
んな計算をすれ 
ばよいのかを数 
直線を基に考え 
る。 
・基準量の何倍 
かにあたる量を 
求めるには乗法 
を用いることを 
おさえ数量の関 
係をまとめる。 

○絵や図及び数
直線などを用い
て数量の関係を
とらえ説明しよ
うとしている。 

（発言）○関  
◎比較量を求め
るには，乗法を
用いることを理
解している。 
（ 発 言 ・ ノ ー 

ト）○知  

◇前時の学習を 
生かして絵や図
をかいて考えさ
せる。 
◆説明は，キー 
ワードなどを短 
くかかせる。 
◇絵や図などを 
かく時間を確保 
する。 
◆ノートは，提 
示用にマス目の 
大きいワークシ 
ートを準備し， 
選択できるよう 
にさせる。 

③ 

・数量の関係を 
数直線を基に考 
え，□を用いる 
ことで乗法の式 
に表す。 
・□にあてはま 
る数を求めるに 
は，除法を用い 
るか，数をあて 
はめて調べるか 
をすればよいこ 
とをおさえる。 

◎数量の関係を 
数直線などの図 
を基にとらえ， 
□を用いた式に 
表すことを考え 
説明している。 
（ 発 言 ・ ノ ー 

ト）○考  
○未知数を□と 
して乗法の式に 
表し，□の値を 
求めることを理 
解している。 

（ノート）○知  

◆作図が難しい 
場合は，前時ま 
での図と見比べ 
ながら，作図さ 
せる。 
◇絵や図が早く 
かけた児童は他 
の考えや方法を 
かかせる。 

表６ 話合いにおける「かく活動」を取り入れた指導 

１ 個に応じた指導 
Ａ ・説明の型を示す。 

Ｂ 
・自分の考えを簡単な言葉や図などを使って，ノー
トにかかせる。 

 
Ｃ 

・パターン化した図（ヒントカード）に自分の考え
をかき加えさせる。 

・簡単に図示させる。 

２ 児童が自ら学ぶ授業 
・課題解決に向けて，自分の考えをノートにかかせる。 
３ 作業的・体験的な授業 
・「かいたもの」を用いた話合い活動を取り入れる。 
４ 話合いで比べたりまとめたりさせる 
①ポイントを明確にする。 
・「かいたもの」を用いて，自分の考えと友だちの考え
を比較し，類似点や相違点に気付かせることで，自分
の考えをよりよいものとしたり，深めたりさせる。 

②目的にあった言葉を指導する。 
・「方法を説明するとき」…順序を示す言葉（はじめに 
～，次に～，最後に～を使う。）を掲示する。 

５ 図，言葉，式，表やグラフなどを使って表現する力 
・図，言葉，式，表やグラフなどを使って，自分の考え
を表現できるように，既習の図を簡略化してかかせ
る。 

・アレイ図，テープ図，線分図及び数直線などの図を示
し，自分にとって考えやすい図を選択させる。 

・自分の考えを言葉で表現できるように話型を掲示す
る。 



 

 

「かいたもの」
を用いて説明 
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④ 

・74÷２の暗算 
の仕方を考え 
る。 
・暗算の練習を 
する。 
・740÷２の暗 
算の仕方を考え 
る。 
・暗算の練習を 
をする。 
・「算数のおは 
なし」を読み， 
世界の国々のわ 
り算の筆算の仕 
方を比べ筆算の 
理解を深める。 

◎２～３位数÷ 
１位数の暗算の 
仕方を，被除数 
を分解したり， 
被除数の相対的 
な大きさをとら 
えたりして，既 
習の暗算に帰着 
して考え，説明 
している。 
（ 発 言 ・ ノ ー 

ト）○考  
○簡単な２～３ 
位数÷１位数の 
暗算を理解して 
いる。 

（ノート）○知  

◆数字の分け方 
に注目させ，計 
算の仕方を図式 
化して考えさせ 
る。 
◇早く終わった 
児童には，説明 
や他の方法を考 
えさせる。 

⑤ 

・「力をつける 
もんだい」に取 
り組む。 

◎学習内容を適 
用して，問題を 
解決することが 
できる。 

（ノート）○技  

◆計算しやすい 
ノートの使い方
を確認する。 
◆つまずきがあ 
る場合は，既習 
事項の考えや図 
を提示し，ノー 
トを見て振り返 
りをさせる。 

⑥ 

・「力をつける 
もんだい」に取 
り組む。 

◎学習内容を適
用して，問題を
解決することが
できる。（発言 
・ノート） 

○技  

◆つまずきがあ
る場合は，前時
の活動（ノー
ト）を見たこと
などを思い出さ
せる。 

⑦ 

・「しあげ」に 
取り組む。             

 

◎基本的な学習
内容を身に付け
ている。 

（ノート）○知  

 

 

Ⅴ 研究の結果と考察 

 

１ 行動観察における結果と考察 
(1) 個人思考の結果と考察 

 表４に示した視点で行動観察した個人思考の結果

を図１に示す。 

図１ 自分の考えを「かく活動」（個人思考）の結果 

 

図１に示したように，個人思考において，児童

Ａ，児童Ｂ，児童Ｃ及び学級全体で，高まりが見ら

れた。このうち児童Ｃは，第１時では，課題の内容

であるプールの絵をかいた。指導・支援として，テ

ープ図や数直線図を示すとともに，友だちの絵や図

を見せた。その結果，簡略化した絵や図のよさに気

付き，図がかけるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    第２時 

         

 
「かく活動」への指導・支援後の児童Ｃの変容 

 

このことから，「かく活動」への指導・支援に

よって，児童が自分の考えを表現する力を育てるこ

とにつながったと考える。 

(2) 集団思考の結果と考察 

表４に示した視点で行動観察した集団思考の結果

を図２に示す。 

 

図２ 話合い（集団思考）の結果 

 

図２に示したように，集団思考において，児童

Ａ，児童Ｂ，児童Ｃ及び学級全体で，高まりが見ら

れた。 

集団思考では，「かいたもの」を用いて，自分の

考えを「表現」することを指導のポイントとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

話型       グループによる話合い活動 

 

事前のペア学習や学級全体の話合いで，児童Ｃ

は，友だちの考えを集中して聞くこと及び自分の考
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えを説明することが難しかった。指導・支援とし

て，自分の考えをかいたノートを友だちに見せて話

をさせるとともに，友だちの「かいたもの」を見な

がら説明を聞かせた。その際，互いに「かいたも

の」を指差しながら説明させた。また，話型を掲示

したり，友だちの説明の仕方のよいところを取り入

れさせたりした。その結果，児童Ｃは，「かいたも

の」を用いて自分の考えを筋道立てて説明する力が

高まった。 

(3) 活用の結果と考察 

表４に示した視点で行動観察した活用の結果を図

３に示す。 

 

図３ 適用題を解くこと（活用）の結果 

 

活用において，児童Ｂ，児童Ｃ及び学級全体にお

いて上昇した。特に，児童Ｃは，事前では適用題の

解答に時間がかかり，正答できなかったが，事後

は，適用題を解くことができた。児童Ａは，事前が

満点であったが，それを継続することができなかっ

た。 

話合いにおいて，よりよい解決方法に気付かせ，

活用する力を高めるために「比較」を指導のポイン

トとした。 

                      

 

 

 

 

 

 

 
 

「かいたもの」による比較・検討 

 

学級全体において，ホワイトボードに「かいたも

の」を用いて比較・検討させ，互いの考えの類似

点，相違点及び考えのよいところを見付けて話し合

わせた。その際，友だちの考えのよいところをノー

トにメモさせるようにした。メモを取ることが難し

い児童は，ペアの友だちのノートや黒板に掲示した

「かいたもの」を見ながらかき加えさせたり，キー

ワードや簡略化した図をかかせたりした。 

 

 

 

 

 

 

 

 
友だちの考えをかき加えたノート 

 

このことで，友だちの考えのよさやよりよい解決

方法に気付くことができ，自分の考えをかき加える

ことができた。また，比較・検討することで，新た

な考えに気付く児童もいた。 

これらのことから，「かいたもの」を用いて話合

いをさせることにより，児童の説明する力を高める

とともに，自分の考えを深めさせることができたと

考える。 

ただし，児童Ａの力を継続させることができな

かった。このため，既習事項を生かした適用題を解

く力を確実に身に付けさせるためには，さらに継続

した指導が必要であると考える。 

 

２ 児童及び担任を対象としたアンケート調 

査における結果と考察 
(1) 児童を対象としたアンケートの結果と考察 

 

図４ 算数アンケートの事前・事後の結果 

 

児童を対象としたアンケート調査の結果，図４に

示すように，10項目中，８項目において上昇が見ら

れた。ｔ検定の結果，項目④「算数の時間に自分の

考えをノートにかいている」及び項目⑥「お互いの

考えを伝え合う時間が好き」においては，有意差が

あった。 
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このように，児童の算数科の学習に関する意識に

高まりが見られた。 

(2) 担任を対象としたアンケートの結果と考察 

担任を対象としたアンケート調査の結果，「掲示

物の提示」「図などのかき方の指導」が有効な指

導・支援として挙げられた。また，児童の変容につ

いては，「自分の考えが筋道立ててかけるように

なった」「友だちの考えのよいところをノートにか

き加え，自分の考えを深める児童が増えた」ことが

挙げられた。 

このことから，話合いに「かく活動」を取り入れ

ることは，児童の数学的な考え方が育成されると考

える。 

 

３ 単元テストの結果と考察 
単元テストの数学的な考え方の結果は，図５に示

すように，児童Ａ，児童Ｂ，児童Ｃ及び学級全体に

おいて数値の上昇が見られた。 

 

図５ 単元テストの事前・事後の結果 

 

このことから，本研究の話合いにおける「かく活

動」への指導・支援は，特別な支援を必要とする児

童を含む全ての児童の数学的な考え方の育成に有効

であると考える。 

  

Ⅵ 研究の成果と課題 

 

１ 研究の成果 
○ 話合い活動に「かく活動」を取り入れ，指導・

支援を行うことは，話合い活動を促進し，特別な

支援を必要とする児童を含む全ての児童の自分の

考えを表現する力を育てる上で有効であることが

分かった。 

○ 通常の学級における特別な支援を必要とする児

童を含む全ての児童が筋道立てて考えることを身

に付けるとともに，単元テストの正答率が上昇し

たことから，話合いにおける「かく活動」への指

導・支援は，数学的な考え方を育成する指導方法

として，有効であることが分かった。 

２ 今後の課題 
○ 本研究では，一人の児童の力を継続させること

ができなかった。児童生徒の思考力・判断力・表

現力の育成は，知識・技能を基盤として活用させ

る，継続した指導が必要であると考える。 

○ 話合いにおける「かく活動」を他教科及び他領

域にも活用していきたい。また，話合いにおける

「かく活動」の指導・支援方法として，本研究の

ノート及びホワイトボードの活用の他に，ワーク

シートやＩＣＴなど，学習内容や児童生徒の実態

に応じた活用についても考えられる。 
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